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MKI67IP; NIFK; NOPP34; MKI67 FHA domain-interacting nucleolar phosphoprotein;
Nucleolar phosphoprotein Nopp34; Nucleolar protein interacting with the FHA domain of
pKI-67; hNIFK
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	製品名: NIFK（リン酸化Thr234）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab05111
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Ki-67抗原のフォークヘッド関連ドメインと相互作用するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質はRNAに結合し、有糸分裂および細胞周期の進行に関与している可能性があります。複数の擬遺伝子が5番、10番、12番、15番、19番染色体上に存在する可能性があります。[RefSeq提供、2009年1月]、PTM：Thr-238、Thr-234、Ser-230が順にリン酸化されます。Thr-234はThr-238がリン酸化されている場合にのみリン酸化されます。同様に、Ser-230のリン酸化にはThr-234とThr-238のリン酸化が必要です。リン酸化はMKI67の結合を強化する。,類似性:1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,細胞内局在:MKI67と共に有糸分裂染色体に局在する。,サブユニット:MKI67のFHAドメインに結合し、この相互作用は有糸分裂で強化される。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	NIFK（リン酸化Thr234）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	NIFK（リン酸化Thr234）抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	NIFK（リン酸化Thr234）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

